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1.　組織の概要

　　【事業所名及び代表者名】

　　　　株 式 会 社  横 山 工 業

　　　　代表取締役　横山　初恵

　　【所在地】
　　〒781-2112 〒781-2151

　　（本社） 高知県吾川郡いの町西町100番地 （倉庫） 高知県高岡郡日高村下分720
　　　TEL 088-893-0111
　　　FAX 088-893-2493

　　【環境管理責任者氏名及び担当者連絡先】

　　【事業内容】
　　　　建設業　（主に いの町内の道路改良工事、河川工事等を行っております。）

　　　建設業許可
　　　　許可番号 　高知県知事　許可（特－24）　第７０８号
　　　　許可年月日 　平成29年１０月２８日～令和４年１０月27日
　　　　建設業の種類 　土木工事業、とび・土工工事業

  鋼構造物工事業、ほ装工事業、水道施設工事業

　　【事業規模】
　　　　資本金 2,000万円
　　　　従業員数 11人
　　　　売上高 （令和3年7月1日～令和4年6月30日）　18,300万円
　　　　設立 昭和　32年　10月

　　　　事業所延べ床面積：約132㎡
　　　　倉庫延べ床面積：　 約231㎡

活動規模 単位 R元年度 R2年度 R3年度

工事等の件数 件 6 5 4
売上高 百万円 148 171 183
従業員 人 14 14 11

事務所床面積 m2 132 132 132

倉庫床面積 m2 231 231 231

　　　　工事部係長　　遠藤　正浩　      TEL080-6380-1234
　　　　工事課主任　　鳴瀧　崇志　      TEL080-6385-6789

 mail:m.endo@yokoyama-k.com
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1-1.環境経営管理実施体制図及び役割・責任・権限表

二酸化炭素排出量削減 産廃物排出量削減担当

　　 　伊東　　鉄平

　総排水量削減担当 　　　関連法規担当

　　 　國行　　耕征 　　　　遠藤　正浩

　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　役割・責任・権限

代表者（専務取締役） ・環境経営に関する総括責任。
・環境経営ｼｽﾃﾑの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者
　を準備。
・環境管理責任者を任命。
・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員への周知
・環境経営目標・環境経営計画を承認。
・代表者による全体の評価と見直しを実施。
・環境経営ﾚﾎﾟｰﾄの承認。

環境管理責任者 ・環境経営ｼｽﾃﾑの構築、実施、管理。
・環境関連法規等の取りまとめ票を承認。
・環境経営目標・環境経営計画を確認。
・環境経営活動の取組結果を代表者へ報告。
・環境経営ﾚﾎﾟｰﾄの確認。

工務課 ・環境管理責任者の補佐、現場における環境経営方針の周知。
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組み自己チェックの実施。
・環境経営目標、環境経営計画原案の作成。
・環境経営活動の実績集計。
・環境関連法規等取りまとめ表の作成。
・環境関連法規等取りまとめ表の基づく遵守評価の実施。
・環境関連の外部コミニケーションの窓口。
・倉庫の管理。

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚。
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境経営活動へ参加。

倉庫管理担当

鳴瀧　崇志

鳴瀧　崇志

全従業員

工務課

代表者
代表取締役
横山初恵

環境管理責任者

遠藤 正浩
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2.対象範囲、レポートの対象期間及び発行日

【対象範囲（認証・登録範囲）】　

　　株式会社　横山工業　　（本社）〒781-2112　高知県吾川郡いの町西町100番地　　　

　　事業内容　建設業　　　（倉庫）〒781-2151　高知県高岡郡日高村下分720

　（土木工事業、とび・土工工事業、鋼構造物工事業、ほ装工事業、水道施設工事業）

【レポートの対象期間】　

　　　　　令和　3年7月　～　令和　4年7月

【環境経営レポートの発行日】　

　　　　　令和　4年　7月　31日

【作成責任者】　

　　　　　環境管理責任者　　　　遠藤　正浩
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3．環境経営方針

【環境経営理念】
　　　
　　　　これからますます深刻化する地球温暖化、資源ｴﾈﾙｷﾞｰ消費による
　　　二酸化炭素の排出量の増大、環境破壊は著しいものとなっています。
　　　　その為に私たちは全社一丸となって、いの町での社会貢献活動、公共工事
　　　における環境保全への積極的な取り組み、継続的改善を行います。

【行動計画】

　　　　 環境理念を踏まえ、次に挙げる環境活動に取り組みます。

　　1.　建設工事の受注から完成までの工程において、環境負荷の少ない事業活動を行います。
　　
　　2.　自動車及び重機燃料の消費に伴う、二酸化炭素排出量の削減を行います。

　　3.　建設業の事業活動に伴う、廃棄物排出量、再生資源ﾘｻｲｸﾙを自主管理し、
　　　　 低減化に取り組みます。

　　4.　事業所における総排水量を削減します。

　　5.　河川工事での重機オイルによる環境汚染、環境負荷への予防措置を行います。

　　6.　グリーン購入（ｴｺﾏｰｸ商品）を進め、環境に優しい事業活動を行います。

　　7.　地域周辺に対する貢献、及びﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動へ積極的に参加します。

　　8.　環境関連法規並びに条例を遵守します。

    9.　環境経営方針は広く従業員に周知徹底します。  

  10.　地域で信頼される企業となるように取り組みます。

  11.　直営施工作業者の確保ができるように取り組みます。

制定日 平成22年11月23日
改定日 令和　2年 9月  1日

株 式 会 社  横 山 工 業

代表取締役
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4．環境経営目標
　（１）単年度目標（基準とする）

R3年度

過去3年間平均
取組項目 R1.7-Ｒ3.6

　 （基準）

　　ｋg-CO2 69,085 （1％減）

　二酸化炭素
　　　排出量の 　電　　　気 　（kWh） 9,575 （1％減）
　　　削減 　ガソリン 　　（ℓ） 11,800.5 （1％減）

　軽　　　油 　　（ℓ） 13,945.3 （1％減）
　灯　　　油 　　（ℓ） 673 （1％減）

総排水量 476 （1％減）

0.1

産業廃棄物排出量 335 （1％減）

100

5

8

75

※「購入電力のCO₂排出係数は平成30年度公表の四国電力の実排出係数0.528kg-CO₂/kWhを使用した」

※1「環境負荷の少ない工事件数」具体的内容
　　　・環境負荷の少ない材料（ﾘｻｲｸﾙ製品、県産品等）の使用　　・低騒音、排出ガス対策型機械の使用
　　　・型枠、工事看板への県内産木材の使用　　・ｵｲﾙ、濁水流出防止対策の実施 等
（2）中長期目標（実績推移を踏まえた実情に合うように令和元年7月～令和3年6月の3年間の平均を
基準とする）

基準年 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

過去3年間平均 （Ｒ4.7~Ｒ5.6） （Ｒ5.7~Ｒ6.6） （Ｒ6.7~Ｒ7.6） （Ｒ7.7~Ｒ8.6）

取組項目 R1.7-Ｒ3.6 　 （目標） 　 （目標） 　 （目標） 　 （目標）
2％減 3％減 4％減 4％減

　　ｋg-CO2 69,085 68,395 67,704 67,013 66,322

　二酸化炭素

　　　排出量の 　電　　　気 　（kWh） 9,575 9,480 9,384 9,288 9,192
　　　削減 　ガソリン 　　（ℓ） 11,800.5 11,683 11,565 11,447 11,328

　軽　　　油 　　（ℓ） 13,945.3 13,806 13,666 13,527 13,387
　灯　　　油 　　（ℓ） 673 666 660 653 646

476 471 466 462 457

0.1 0.1 0.1 0.1 0.1

335 332 329 325 322

100 100 100 100 100

5 5 5 5 5

8 8 8 8 8

75 76 77 78 79

産業廃棄物排出量 （t）

ｸﾞﾘｰﾝ購入比率（％）

産業廃棄物
再資源化率

（％）

環境負荷の少ない
工事　※1

（件）※1

環境美化活動
ﾛｰﾄﾞﾎﾞﾗﾝﾃｨア活動
周囲清掃回数（回/年）

ｸﾞﾘｰﾝ購入比率（％） 75

総排水量
総排出量
事業所　（㎥）

環境負荷の少ない
工事

（件） 5

環境美化活動
ﾛｰﾄﾞﾎﾞﾗﾝﾃｨア活動
周囲清掃回数（回/年） 8

332

産業廃棄物
再資源化率

（％） 100

一般廃棄物排出量 （t） 0.1

　（R4.7~R5.6）
　 （目標）

68,395

一般廃棄物排出量 （t）

令和4年度

9,480
11,683
13,806

666
総排出量
事務所（㎥）

471

（t）

ｸﾞﾘｰﾝ対象商品費
事務所用品購入費

×100　　※　ｸﾞﾘｰﾝ購入比率＝
ｸﾞﾘｰﾝ対象商品費
事務所用品購入費

×100　　※　ｸﾞﾘｰﾝ購入比率＝
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5.環境経営計画

　　　　　　　　　　　　　 担当者 　期限

電気使用量 昼休み等の不要時には消灯する。

日照の光を室内に取りいれ不必要な照明の消灯を心掛ける。

非作業箇所の電灯の消灯

ｴｱｺﾝフィルターの定期清掃

使っていないOA機器の節電

ガソリン・軽油使用量 急発進・急ブレーキ等防止

重機使用時のｴﾝｼﾞﾝ停止の徹底

自主点検・整備の実施

車は乗り合わせて現場にいくようにする

空吹かしの禁止

低騒音、低振動型の建設機械を採用する。

過積載防止

法定速度運転の推進

ｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞを心掛ける。

室内温度管理、注意事項ラベルの貼付

総排水量 節水ラベル貼付。　

洗車をするﾎｰｽの先にはｽﾄｯﾊﾟｰをつける。

トイレ大、小の使い分けを習慣づける

不必要な水は節水するよう習慣づける。

産業廃棄物排出量 産業廃棄物の運搬、処分委託契約を必ず交わす。

産業廃棄物再資源化 産業廃棄物処理業者の許可や処理場を定期的に直接チェック。

建設副産物の削減、再利用、分別、ﾘｻｲｸﾙ。

一般廃棄物排出量 書類作成時の１枚ベスト・２枚ベター指導・一般廃棄物の計測

両面コピー、裏紙使用、コピー枚数削減・使用済封筒の再利用

環境負荷の少ない工事 低騒音、排出ガス対策機械の使用

県内産木材の使用

汚水防止の対策実施

積極的に技術工法、創意工夫等提案し、環境配慮工法に努めます。

環境美化活動　 事務所 事業所周辺の定期清掃 全社員 R3.7～R4.6

ｸﾞﾘｰﾝ購入　　　 事務所 ｴｺﾏｰｸ、ﾘｻｲｸﾙ製品の使用推進。 國行 R3.7～R4.6

R3.7～R4.6

各現場責任者 R3.7～R4.6

國行 R3.7～R4.6

R3.7～R4.6

伊東 R3.7～R4.6

R3.7～R4.6

本社

現場

遠藤

伊東

本社 國行

　　　　　　　取組事項

エアコンの使用期間を6月~9月、
設定温度を27~28度程度に定める

本社

　　　　　　　　　　　　　計画の内容

本社

現場

灯油使用量

ICT土工による生産性向上（燃料消費CO2排出量抑

現場見学会実施

（i-constructionの推進で生産性向上）
杭ナビ・電子黒板導入（社内業務の効率化）

バイオログフィルターを使用し濁水流出防

杭ナビ測量
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6.環境経営目標の実績
期間：令和　3年 7月 1日～令和　4年 6月30日

（１）本年度実績

R3年 R3年度 達成率 評価

　　項　　　　目 目標 実績 （％）

R3.7-R4.6

二酸化炭素排出量 （ｋｇ－ＣＯ2 ） 74,590 104,285 72% 未達成

電力使用量 （ｋＷｈ） 9,238 10,355 89% 未達成

ガソリン使用量 （ℓ） 10,508 19,584 54% 未達成

軽油使用量 （ℓ） 17,368 19,675 88% 未達成

灯油使用量 （ℓ） 743 570 130% 達成

総排水量 （ｍ3 ） 520 458 114% 達成

一般廃棄物排出量 （ｔ） 0.1 0.2 50% 未達成

産業廃棄物排出量 （ｔ） 377 61 619% 達成

産業廃棄物再資源化率　（％） 100 100 100% 達成

環境負荷の少ない工事（件） 5 4 80% 未達成

環境美化活動

ロードボランティアへの活動 8 8 100%

グリーン購入量 （％） 80 68 85% 未達成

＊1.「購入電力のCO₂排出係数は平成30年度公表の四国電力の実排出係数0.528kg-CO₂/kWhを使用した」

＊２．グリーン購入量は、製品購入金額全体に対する環境商品の購入金額割合（％）

＊３．環境負荷の少ない工事

　　○環境負荷の少ない材料（リサイクル材、県産品等）の使用

　　○低騒音、排出ガス対策型重機の使用

　　○型枠、工事看板への県内産木材の使用

　　○河川工事の汚濁防止工法の推進

　　○技術力不足の継承

　　○ICTの推進による効率化

＊４．達成率 ：達成率＝（実績値／目標値）×１００　（％）

＊５．評価 ：「達成」、「未達成」　等の言葉で記載する。

＜環境経営目標達成・未達成理由＞

【二酸化炭素排出量】　・公共元請工事での大型重機作業（河床掘削）が増加したため。（その中でICT建機を活用し削減は推進）

【電力使用料】　・昨年の使用量、目標共に使用量が増加。新規導入した現場管理ソフトに慣れておらず日数を要したためと思われる。（今後改善見込み）

【軽油使用量】　・二酸化炭素排出量同様であるが、燃料消費効率の良い最新のICT建機を用い使用量の削減は推進した。

【灯油使用量】　・冬場のウォームベスト着用により暖房設定温度を下げることにより達成することができた。

（２）過去の実績

Ｈ29年度 Ｈ30年度 R元年度 R2年度 R3年度

実績 実績 実績 実績 実績

二酸化炭素排出量 （ｋｇ－ＣＯ2 ） 77,962 120,799 51,416 51,556 104,285

電力使用量 （ｋＷｈ） 4,887 9,343 8,975 9,396 10,355

ガソリン使用量 （ℓ） 8,528 15,709 7,806 8,011 19,584

軽油使用量 （ℓ） 20,413 29,944 10,065 12,096 19,675

灯油使用量 （ℓ） 1,044 780 820 629 570

総排水量 （ｍ3 ） 525 589 580 390 458

一般廃棄物排出量 （ｔ） 0.1 0.1 0.1 0.1 0.2

産業廃棄物排出量 （ｔ） 0 519 235 378 393

産業廃棄物再資源化率　　（％） 100 100 100 100 100

環境負荷の少ない工事（件） 6 3 6 5 4

環境美化活動

ロードボランティアへの活動 8 8 8 8 8

グリーン購入量 （％） 77 85 77 79 68

（３）CO2排出量の推移

年度 単位 平成29度 平成30度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

売上高 百万円 127 153 148 171 183

CO2排出量 t－CO2 78 121 51 56 104

達成

売上高百万円当
たりのCO2排出
削減量

t－CO2/
百万円

0.61 0.79 0.34 0.33 0.57
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6-2．過去5年の実績グラフ
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7．環境経営計画の取組結果とその評価
期間：令和　3年 7月 1日～令和　4年 6月30日

評　価

・ｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞを心掛ける

・室内温度管理、注意事項ラベルの張付け

産業廃棄物の運搬、処分委託契約を必ず交わす

建設副産物の削減、再利用、分別、ﾘｻｲｸﾙ。

○

○

○

○

○

○グリーン購入 ・エコマーク、リサイクル製品の使用推進 エコマーク商品ある物の購入は徹底し目標を達成する事が出来た。

　　　　　　　　　　評価　　○：よく取り組めた　　　△：取り組んだが不十分　　　×：取り組めなっかった

   ・評価は代表者、各担当者と共に、作業日誌・安全点検簿及び使用量一覧表をもとに、従業員の声も聞き判断しました。

・洗車するﾎｰｽの先にｽﾄｯﾊﾟｰをつける

・汚水防止対策の実施
バイオログフィルターを使用し河川への濁水流出を防止した。

一般廃棄物排出量
・一般廃棄物の計測は、排出量集計表を使用し管理出来た。　　　　　　　　・
両面コピーに加え2イン1、4イン1コピーも活用し使用量を抑制した。

○

環境負荷の少ない工事

環境美化活動 ・事業所周辺の定期清掃 ﾛｰﾄﾞﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動（いの町内清掃活動）

総排出量は目標を達成出来た。現場に水ﾀﾝｸを持って行く回数が多く昨年より使用量が増
えたが、使用量削減の対策は出来た。

○

昨年同様の水準であったが、再資源化施設への搬出及びマニフェストの確認により、再資
源化率100％を達成した。

○

・車は乗り合わせて現場にいくようにする

灯油使用量

会社より支給したウォームベストの着用により社内の暖房設定温度を下げることができ、
使用量を抑制することができた。

○

・トイレ大、小の使い分けを習慣づける

・積極的に技術工法、創意工夫等提案し、環
境配慮工法に努めます。

ICT土工・杭ナビ・電子黒板等の新技術を積極的に活用し生産性の向上・効率化を行っ

た。

・書類作成時の１枚ベスト・２枚ベター指
導・一般廃棄物の計測

・県内産木材の使用
看板に県内産木材使用の物を使用した。

廃棄物の再資源化率 産業廃棄物処理業者の許可や処理場を定期的
に直接チェック。

ICT建機の使用により生産性の向上に努めた。

・両面コピー、裏紙使用、コピー枚数削減・
使用済封筒の再利用

・低騒音、排ガス対策機械の使用

・不必要な水は節水するよう習慣づける

産業廃棄物排出量

ガソリン・
軽油使用量

・急発進・急ブレーキ等防止

・過積載防止

・法定速度運転の推進

ガソリン・軽油ともに使用量は昨年より増加した。現場が大豊町や徳島県等であり通勤に
燃料を要したこと。公共元請の現場では大型重機作業が増加したことにより、使用量が増
加した。そのなかで、通勤時の乗り合わせ、最新のICT建機使用による燃料抑制など対策
は行った。

総排水量 ・節水ラベル貼付

・エアコンの使用期間を6月~9月、
設定温度を27~28度程度に定める

△

・重機使用時のエンジン停止の徹底

削減 ・自主点検・整備の実施

・空吹かしの禁止

・低騒音、低振動型の建設機械を採用する

△

・日照の光を室内に取り入れ不必要な照明の
消灯を心掛ける

・非作業箇所の電灯の消灯

・エアコンフィルターの定期清掃

ＣＯ２排出
量削減

電力使用量

項　　目 活　　動　　内　　容 取　組　結　果

・昼休み等の不要時には消灯する
昨年度同様節電に取り組んだが、目標を達成出来なかった。要因は新規導入した
現場管理ソフトになれておらず、社内業務に時間を要してしまったことであっ
た。作業効率は向上しているため、今後は社内業務の時間短縮が期待できる。

・使っていないOA機器の節電

ICT建機

新技術導入による生産性向上
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7-1．次年度の取組内容

　　　　　　　　　　　　　 担当者 　期限

電気使用量 昼休み等の不要時には消灯する。

照明はPCデスク上3箇所の使用を原則とする。

非作業箇所の電灯の消灯

ｴｱｺﾝフィルターの定期清掃。

使っていないOA機器の節電

ガソリン・軽油使用量 急発進・急ブレーキ等防止

重機使用時のｴﾝｼﾞﾝ停止の徹底

自主点検・整備の実施

車は乗り合わせて現場にいくようにする

空吹かしの禁止。

低騒音、低振動型の建設機械を選定・採用する。

過積載防止

法定速度運転の推進

ウォームベストの着用を徹底する。

室内温度管理、注意事項ラベルの貼付

総排水量 節水ラベル貼付。　

洗車をするﾎｰｽの先にはｽﾄｯﾊﾟｰをつける。

トイレ大、小の使い分けを習慣づける

節水弁の取付け。

産業廃棄物排出量 産業廃棄物の運搬、処分委託契約を必ず交わす。

産業廃棄物再資源化 産業廃棄物処理業者の許可や処理場を定期的に直接チェック。

建設副産物の削減、再利用、分別、ﾘｻｲｸﾙ。

一般廃棄物排出量 書類作成時の１枚ベスト・２枚ベター指導・一般廃棄物の計測

両面コピー、裏紙使用、コピー枚数削減・使用済封筒の再利用

環境負荷の少ない工事 低騒音、排出ガス対策機械の使用

県内産木材の使用

汚水防止の対策実施

積極的に技術工法、創意工夫等提案し、環境配慮工法に努めます。

環境美化活動　 事務所 事業所周辺の定期清掃 全社員 R4.7～R5.6

ｸﾞﾘｰﾝ購入　　　 事務所 ｴｺﾏｰｸ、ﾘｻｲｸﾙ製品の使用推進。 國行 R4.7～R5.6

灯油使用量
本社 國行 R4.7～R5.6

本社 國行 R4.7～R5.6

期間：令和　4年 7月 1日～令和　5年 6月30日

取組事項 　　　　　　　　　　　　　計画の内容

本社 伊東 R4.7～R5.6

現場 伊東 R4.7～R5.6

エアコンの使用期間を6月～9月、設定温度を27～28度程度に定める。

現場

遠藤

本社

各現場責任者 R4.7～R5.6

R4.7～R5.6
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（１）環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果
法規名 適用条項 具体的内容 点検頻度 担当者 遵守状況

測定時期

廃棄物の処理及び清掃に関する 第３条 事業者の責務

法律 事業活動に伴って生じた廃棄物を自らの責任 年1回 現場責任者 遵守

において適正に処理

第１２条 産業廃棄物の事業者の処理

産業廃棄物の委託契約

第１２条の三 産業廃棄物管理票（マニフェスト）の交付

第１２条の三 マニフェスト交付状況報告書の作成及び

７項 都道府県知事（高知県知事）への提出

騒音規制法 第１４条 特定建設作業の実施の届出

（建設作業開始７日前までに市町村長に届出） 年1回 現場責任者 遵守

振動規制法 第１４条 特定建設作業の実施の届出

（建設作業開始７日前までに市町村長に届出） 年1回 現場責任者 遵守

資源の有効な利用の促進に 第４条 土砂、コンクリート塊、アスファルト・コン

関する法律 クリート塊、木材等の減量化及びリサイクル 年1回 現場責任者 遵守

（資源有効利用促進法）

建設リサイクル法 第５条

第９条 年1回 現場責任者 遵守

第１０条

道路法 （道路の占用の許可）

第32条 年1回 現場責任者 遵守

③鉄道、軌道その他これらに類する施設

④歩廊、雪よけその他これらに類する施設

⑥露店、商品置場その他これらに類する施設

浄化槽法 第11条

いの町仁淀川の清流保存に 第22条

年1回 現場責任者 遵守

フロン排出抑制法 第17条 簡易点検

3ヶ月に1回以上

定期点検

1年に一回以上(専
門業者）が実施

遵守

遵守

事務所責任者

現場責任者

年1回（6月）

機器所有者（管理者）によるフロン漏えい点検

管理者 遵守

現場責任者

遵守

①電柱、電線、変圧塔、郵便差出箱、公衆電話
所、広告塔その他これらに類する工作物

⑦道路の構造又は交通に支障を及ぼす虞のある工
作物、物件又は施設で政令で定めるもの

⑤地下街、地下室、通路、浄化槽その他これらに
類する施設

②水管、下水道管、ガス管その他これらに類する
物件

次のいずれかに掲げる工作物、物件又は施設を設
け、継続して道路を使用しようとする場合は、道
路管理者の許可を受けなければならない。

解体：床面積８０㎡以上

新築・増築：床面積５００㎡以上

8.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

年1回

年1回

〇建設資材廃棄物の発生抑制、分別解体等及び

〇対象建設工事は７日前までに都道府県知事に

届出

建設廃棄物の再資源化等費用の低減に努める

〇建設資材廃棄物の再資源化により得られた

建設資材を使用するよう努める

〇分別解体等の実施

遵守

〇保存区域で建築物、その他の工作物を施工する
場合、その旨を町長へ届出しなければならない

　〇環境関連法規への違反はありません。なお関係当局より違反等の指摘は、過去3年間ありません。訴訟及び環境に関する外部
からの苦情・要望等はありません。

(2)違反、訴訟等

○毎年１回定期的に受ける検査で、保守点検や清
掃が適正に実施され、機能が十分に発揮されてい
るかどうかの検査を実施する。

関する条例

簡易点検：  すべての業務用冷凍空調機器

遵守定期点検：7.5ｋｗ以上の業務用エアコン、冷凍冷
蔵機器等

年1回 事務所責任者

建設機械のエアコン

専門業者
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[本年度（R3、7～Ｒ4、6）についてのコメント]

　　繋がっていくと考える。

　　　本年度は公共工事の現場での設計変更による大型機械の使用を余儀なくされたことにより、ガソリン・軽油の使用量が

　　達成できなかった。その中において、ICT建機の使用をすることで生産性を向上し工期短縮を達成したことにより従来の

　　施工方法よりも燃料使用量は削減できていた。現場条件により使用機械に差があるが、その中でも削減できるように今後

　　も創意工夫し現場運営を行うこと。

　　　電気使用量についても目標未達成となったが、新規導入したPCソフトの使用を継続することにより、作業効率をあげる

　　ことは可能であるので積極的に取り組み、現場同様生産性の向上を目指すこと。

　　　今後についても、国土交通省が進めるインフラ整備のDXを積極的に導入し、生産性を向上することで環境負荷の軽減に

　　　その他の目標については継続目標とする。

[実施体制について]
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　変更の必要性：　　　□有　　　■無

　　　実施体制については、事業におおきな変化もないので現体制で実施する。

[環境経営目標・環境経営計画について]
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　変更の必要性：　　　■有　　　□無

　　　冬場の節電対策として、デスクワーク時には点灯3箇所の徹底、ウォームベストの着用をすることを新たな目標とする。

　　　節水対策として社内トイレに節水弁設置を行う。

[環境経営方針について]
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　変更の必要性：　　　□有　　　■無

　　環境に配慮した提案・施工には積極的に取り組んでおり、今後も継続していく。

　　従業員の意識にも変化が見られ、アイドリングストップ、現場での分別ごみ箱の活用等、現在の環境方針に沿った活動を行って

　　おり、環境経営方針については、継続が妥当である。

9.代表者による全体評価と見直しの結果

変更の必要性の有無・指示事項

代表取締役
承認サイン
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